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「サービス指向」という考え⽅においては，
Web上の様々なサービス，そして時には⾝の回

⾃分が部品とする様々なサービスの提供者や，⾃
分が組み⽴てるサービスの利⽤者に対する契約に

りのデバイスの提供するサービスをつなぐことに
より，⼿軽に新たなサービスを組み⽴てます．そ
の際に「契約」という考え⽅を中⼼に据えること
により 組み⽴てられるサービスが 「質」の保

おいて，契約間の不整合等がないことを保証する
ための基盤技術を構築します．また，契約をあら
かじめ結ぶ場合や実⾏中の契約破棄や違反に対応
する場合などを考慮し 実装に契約管理を埋め込により，組み⽴てられるサービスが，「質」の保

証された形で明確に定められるようになります．
する場合などを考慮し，実装に契約管理を埋め込
むための枠組みを構築します．

契約間の整合性 携帯向け動画アップロードサービスの合成
1 動画サ ビスからダウン ド様々な部品

サービス提供者 合成サービス
利⽤者

1. 動画サービスからダウンロード
2. フォーマット変換サービスにより変換
3. ストレージサービス上に保存

transform

download

upload

＊ ストレージサービス提供者との契約：
「保存容量が10GBを超えたら，再び下回るまで

save操作の利⽤権利を⼀時停⽌する」
＊ 合成サービス利⽤者との契約：
「常に l d操作 利⽤権利を与える」

複数の契約間や，
契約と⾃⾝の要求との間に

不整合はない！？

save 「常にupload操作の利⽤権利を与える」
＊ 合成ロジックによる依存性制約：
「upload操作の利⽤権利はsave操作に依存する」

もしストレージ保存容量が10GBを超えると？
不整合はない！？

可能な状態の変化によって不整合のある状態に
到達しないことが保証されるように，
「どのような契約を求める・受け⼊れるか？」

＊ 契約の取りうる形式に関する制約条件等の考慮も必要
＊ ⾃⾝の要求や振る舞いに関する制約条件の考慮や調整も必要

サ ビス指向では提供者の動的選択 切り替えを考えるため

形式モデル

「どのような契約を求める・受け⼊れるか？」
という制約条件を調整し，定める

サービス指向では提供者の動的選択・切り替えを考えるため，
「今すでにある契約が正しいか？」だけでは不⼗分

実⾏時管理形式モデル
契約の遵守・実⾏にすでに⽤いられている
形式⾔語Event Calculusを利⽤
（推論基盤としても強⼒）

実⾏時管理
WS-BPELによる合成の標準実装に対し，
連携相⼿管理動作を埋め込む設定記述を利⽤
（将来的には契約管理動作を追加）（推論基盤としても強⼒）

Terminates(invoke(C, P, pay), 
obliged(C, P, pay), τ)

Initiates(invoke(C, P, pay), 
permitted(C P op) τ)

（将来的には契約管理動作を追加）

本来意図していない「連携相⼿切り替え」動作の織り込み
による不整合を防ぐための制約記述やハンドラ定義を提供

他 応⽤permitted(C, P, op), τ)

Event Calculus推論ツールでの検証，
他⾔語への変換等を検討中

他の応⽤
契約に基づいた
モバイルエージェント
協調移動モデルとその実現
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